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　２月の終わりに一度お伺いさせていただき、全体的な保育制度改革、つまり
子ども・子育て新システムの全体的な動向について話題提供させていただきま
した。なぜ今、新しいシステムに変えなければいけないのかという背景、ある
いは、いろいろ錯綜した経緯の中で２月まで至ったわけですが、それまでどん
な経緯をたどったのか、そして２月当時の現状についてお話をさせていただい
たわけですが、幸いなことにマッセOSAKAの方でその講演録を作ってくださ
いまして、皆さま方の市町村に既にお届けしているというお話です。各園には
渡っていないと伺いましたが、各市の方には渡っておりますので、各市の保育
協議会等を通じて見ていただければ、大体その経緯が分かるかと思います。
　今日はそれを受け継いで、今の状況についてお話しします。今の状況といっ
ても私が直接法案作りをしているわけではありませんし、幼保一体化ワーキン
グチーム自体はあくまで意見交換の場となっています。そういう意味では私や
ほかの方々の意見が採用されたのか、採用されなかったのかは一切分からない
仕組みになっていますので、私が話をすることが正しいかどうかは分かりませ
ん。ただ、５月に幼保一体化のワーキングチームで最終的に内閣府から案が出
されて、それに対してみんなが意見を述べて、最後は「これで終わり」と言わ
れた、そのときの資料などを基にお話しさせていただきたいと思います。
　今、三つのワーキングチームが動いておりますが、ほぼ法案化作業を行う前
ということで言えば、基本制度ワーキングチームや幼保一体化ワーキングチー
ム、こども指針のワーキングチームすべてがひとまず中止になったのではない
かと思います。これから法案の作成作業があるのだろうと思いますが、社会保
障・税一体改革と一緒にそれをしていくということでなければいけないからで
す。システムだけが変わって、いろいろな事業者が入ってきたとしても、それ
に財源が担保されていなければ質が下がるのは当たり前のことですので、そう

「子ども・子育て新システムについて」
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いう意味では、一体改革と子ども・子育て新システムの本格実施は、一体的に
進めていかなければならないだろうと思っています。
　そうしますと、この社会保障・税一体改革成案が今、まだ宙ぶらりんですよ 
ね。新聞などを見ておりますと、政府案はできたけれども、まだ民主党内でま
とまっていなくて、いつ税と社会保障の一体改革が実現するのか分からない。
消費税を10％にという案が出ておりますが、それとセットで進んでいかなけれ
ばならないので、それがまだ分からない状況では、いつから始まるのかも分か
りにくい状況ではないかと思います。
　もともとこの子ども・子育て新システムは2013年度から実施ということで
したが、社会保障と税の一体改革の案では、2015年度に子どもの分野に対し
て7,000億円程度の財源を投入するという案が出ているわけです。それで私は
「え？」という感じになっています。つまり、素直に読めば、新システムは２
年前の2013年に始まって、２年たってからお金が確保されるという話になるわ
けで、それはおかしいと思ったのです。もしかすると１年ぐらい実施が遅れる
かもしれません。2013年度からということでしたが、2013年と2015年だと２年
のタイムラグがあります。そうすると、少し影響が大きすぎるのではないか。
つまり、2013年度に言わば介護保険のような制度が導入されて、それから２年
後にやっとお金が出てくるのだと、最初の２年間、混乱するのではないかと思
うのです。だとしたら、実施は１年ぐらい延びるのではないかという感じです。
つまり2014年度ぐらいに実施して、2014年度は現在の保育所や幼稚園が新シス
テムに移っていって、保育におけるいろいろな質の確保や向上、あるいは保育
への多様な主体の参入などは財源が確保される2015年度からということもあり
得るのではないかと感じたりしています。
　そんなことでまだまだ流動的ですが、国会が70日延長されたという意味では
70日間の猶予があります。この国会に法案を出すというお約束でしたので、こ
の70日の間に出されるのかもしれません。この70日の間に出して、そして施行
日を１年間ずらすとかということもあるかもしれないと思っています。
　それが前置きで、具体的な中身に入っていきたいと思います。

１．保育施策の推移
　まず私のレジュメというか資料ですが、今原稿を書いておりますので、その
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原稿をそのまま持ってきました。１番目は保育施策の歴史、特に保育所の歴史
を概観しています。そして２番目ですが、ここからは最近の経緯ということ 
で、次世代育成支援施策が登場した平成15年度からの状況を見ています。そし
て、こうした次世代育成支援施策の登場の中、保育制度改革がどんなふうに進
められてきたのかが３番目になります。そして第２節として、ここまでは言わ
ば量的な拡充や子どもを保育所に詰め込むことによって、今の第３次ベビー
ブームのピークを乗り切ろうという政策が続けられてきたけれども、それはも
う限界になったということで、新しい仕組みを導入しなければならないことに
なった経緯が書かれています。
　介護の分野では、こうしたことが10年前に起こっております。すなわち、介
護の場合も介護サービスを飛躍的に増やしていかなければいけない、そのため
に措置制度などをやめて、介護保険制度を導入して飛躍的に介護サービスを増
やしていったということです。保育も今、飛躍的に量を増やしていかなければ
ならないので、この時期に介護保険制度を基にしたシステムを作ろうというこ
とで、２年前の政権の下で検討が始まったわけです。
　ところが前の政権では狭い意味での保育サービスのみを改革する予定でいた
のですが、新政権になって、長年の懸案であった幼稚園と保育所を一緒にする
こともこの際一緒にやってしまおうということになりました。やや乱暴だった
のですが、それが入ってきて、検討の場が厚生労働省ではなく内閣府というこ
とになりました。そして、当初はその動きに幼稚園は入っていなかったのです
が、幼稚園を巻き込みながら進んできました。
　そして、この段階で政治主導ということで、手法も変わったわけです。これ
までは審議会方式で積み上げながら、関係委員の合意を取りながら進めてきた
わけですが、新政権は政治主導なので審議会は使わないということで、審議会
ではなく、ステークホルダーの方々の意見交換の場で意見を吸い上げるという
やり方に変わっていったわけです。そして、昨年６月に基本制度要綱案が策定
されたという流れになります。
　「本システムにより子ども家庭福祉の財源は一元化され、保育・子育て支援
制度は基本的に個人給付に基づく公的保育契約により実施されることとなる。
いわゆる介護保険制度を模したシステムであるといってよい」ということで、
介護保険制度にほぼ倣った制度の検討が進められてきていることになります。



44 おおさか市町村職員研修研究センター

子ども・子育て新システムについて

　そして、以上の仕組みについて2011年、つまり今年の通常国会、今開かれ
ている国会ですが、「これに法案を提出し25年度施行をめざす」ということに 
なっているわけです。

２．基本制度案要綱の内容
　この基本制度案要綱ができた段階で、制度の検討に当たって、こんなことに
留意しなければいけないのではないかということを私が八つ提起しました。１
回目の幼保一体化ワーキングチームにも意見書を提出したのですが、一つ目と
しては「財源の確保、一元化策についての十分な検討」として、ここにある財
源の確保や一元化策について十分検討しなければならないし、二つ目として市
町村の関与のあり方とか、これだけ介護のまねをしたシステムにするならば、
いっそのこと子育て支援プランを作るようにしたらどうかといった提案もして
おります。実際、石川県の方ではこのプランを作って進めています。
　三つ目として保育所、幼稚園の社会的役割を混乱させないようにしないと、
大きな混乱が起きるということです。例えば今大きく問題になっているように、
保育所には臨時休業制度がありませんが、幼稚園には臨時休業制度があります。
これらが混乱してしまうと保護者の方が非常に困る、あるいは社会が困ってし
まいます。保育所は電気、ガス、水道と同じように社会のライフラインの役割
を果たしていますので、保育所が閉まってしまうと病院や学校が開けないこと
になります。また、台風のときにしっかりしなければいけない消防署員の子ど
もを預かる保育所がなければ、消防署の職員の方は出勤できないことになりま
す。このように、いろいろな問題が起こってくるということを、その場で言っ
ていたわけです。
　また、四つ目として、事業者が安定的、意欲的に事業展開できる仕組みにし
ていかないと、介護のものをそのまま持ってきてしまうと、例えば２月のよう
にインフルエンザが大流行するときは子どもたちがたくさん休み、新しいこど
も園はそれだけ収入が減る形になるので、保育士の給料が払えなくなるという
ことが予想されます。そういう意味では今のように月額単価制にしておかなけ
れば駄目なのではないかなど、幾つかの問題点も挙げさせていただきました。
　それから当然、イコールフッティングの議論も行うことになります。介護の
場合と同様に株式会社と社会福祉法人と行政が直営する公設公営のこども園、
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この三つのイコールフッティングを行う場合も、やはりそれぞれの事業主体の
ミッションがあるので、それらに配慮していかないと混乱するのではないかと
申し上げています。
　また五つ目として、サービスの質の保障や向上に対するインセンティブが働
く仕組みにしないと駄目だということです。経験豊富なベテランの保育者を多
く雇用すればするほど経営がひっ迫するような仕組みにしてしまってはいけな
い。ベテランがいい保育士とは限りませんが、ベテランと新人の方がバランス
よく配置されている保育所でなければならないだろうということです。それか
ら、研修制度を充実させている事業者に対する付加給付なども考えていかない
と、質を良くするという気持ちが起こらなくなってしまう。そういう制度にし
ては駄目なのではないかということです。
　六つ目として、幼稚園と保育所を一緒にしてしまうのなら、担い手である保
育者の資格をきちんとしなければならないのではないかということを提言しま
した。
　七つ目として、特別な支援が必要な子どもと保護者を、確実に救済するソー
シャルワーク機能を担保しておかなければならないだろうし、これによって障
がい児保育、障がい児が排除されてしまうような仕組みになってしまってはい
けないのではないか。また、八つ目として、社会的養護や障がい児福祉を包含
する仕組みにしておかないとならないのではないか。このような八つの論点を
提示しました。
　この八つの論点は、一部解決がついたところもありますが、私から言えばま
だほとんど解決がついておらず、本質が見えていない状況です。従って、この
制度がいいのか悪いのかといった判断はまだできませんが、そこで意見を述べ
続けて、政務官や副大臣の前でほかの方と意見交換してきた者として、最後ま
でこの八つの視点をどう保障するのかを問題視してきました。最終的にこれを
保障できないならば、新しい制度は好ましいものではないという判断にもつな
がりかねないわけです。そういう意味では、私はこれからもこの八つの視点が
どう担保されるのか、注視していきたいと思っています。

３．子ども・子育て新システムの検討の方法と経過
　検討の方法と経過のところを少しだけ見ておきます。政府は子ども・子育て
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新システム基本制度案要綱を策定後、2010年９月から子ども・子育て新システ
ム検討会議作業グループの下に、これは政治家だけで作っています。「その下
にステークホルダー」、関係者ですね。それから研究者等で構成される三つの
ワーキングチームを設置して検討を再開したわけです。「基本制度WT」、「幼
保一体化WT」、「こども指針WT」の三つです。このワーキングチームは、先
ほど申し上げましたように意見交換の場とされ、法定の審議会とは役割を異に
するものです。すなわち政治主導の下、作業グループは政治家だけで作ってい
るグループなので、この作業グループが意志決定の参考に資するために、官僚
がまず原案を作成する。そして、それに基づいてこのワーキングチームに入っ
ているメンバーが意見交換をする。そして、その意見交換をきちんと聞きなが
ら作業グループが意志決定を行う。こういうシステムを取っていったわけです。
　これまでの審議会方式とは異なり、ワーキングチーム構成員の意見がどのよ
うに取り入れられるのかが非常に見えにくい方式になっておりますし、ワーキ
ングチームのメンバーとしては、合意を取る必要がありませんので、言わば自
分たちの意見を延々とそれぞれが述べ続ける形に当然なるわけです。ただ、み
んな新しい仕組みを作ろうという意欲は持っておりましたし、子どもたちに
とって、あるいは働く人たちにとっていい仕組みを作っていこうという思いは
ありましたから、みんながばらばらに言っていて、まとまらず、作業グループ
が意志決定できないということは避けたいという思いはありました。ですから、
言わば妥協できるところは妥協し、譲れないところは主張することを続けてき
たことになります。
　そして５月末現在ですが、それらの検討は紆余曲折を経ながら、法案化の最
終段階を迎えているということです。

４．検討の際の論点
　では、その主要な仕組みはどうなったのかということですが、幼保一体化の
検討に関する主要な論点は、こども指針の策定を除けば以下の３点です。こど
も指針はまだまだ先だと思いますので、今は除いています。
　１点目は、「財源及びその一元化の方法－介護保険制度を模した仕組み」で 
す。この作業グループの基本制度ワーキングチームに対して内閣府の官僚が５
月18日第11回基本制度ワーキングに対して提出した説明資料によると、「子ど
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も・子育て新システムに関するこれまでの検討の概要」というものがあって、
それがほぼまとまった案と考えていいかと思います。ただし財源の確保につい
ては、それこそ社会保障・税の一体改革と連動することになるかと思います。

５．改革案の具体的内容
　まずどんな仕組みかということですが、「すべての子どもへの良質な成育環
境を保障し、社会全体で子ども・子育てを支援する」ということで、まず「す
べての子ども・子育て家庭への支援」として、子ども手当というお金がありま
す。子ども手当の行方も今はまだ不透明になっていますが、それと地域子育て
支援事業など、各種の地域子育て支援事業などがあります。つまり、お金と事
業ということです。次に「幼保一体化の創設」ですが、ここには三つの目的が
あり、「質の高い幼児教育・保育の一体的提供」、「保育の量的拡大」、「家庭で
の養育支援の充実」です。それを図るために、「新たな一元的システム」を作っ
ていくということです。まず「基礎自治体が実施主体」である。これはこれま
でもそうでした。ただ幼稚園で、私学助成は都道府県でしたので、それも市町
村に下ろしていくという点では違います。つまり、市町村が中心になるという
ことです。「市町村は地域のニーズに基づき計画を策定、給付・サービスを実 
施」する。そして「国や都道府県は実施主体の市町村を重層的に支える」とい
うことです。
　そのために、「子ども・子育て会議を設置」します。子ども・子育て会議と 
は、「有識者、地方公共団体、労使代表、子育て当事者、関係団体、NPO等の
子育て支援当事者等が、子育て支援の政策プロセス等に参画・関与することが
できる仕組みを検討」するということになるかと思います。言ってみれば、具
体的な仕組みは違うかもしれませんが、皆さん方のところでも昨年度、次世代
育成支援の後期行動計画を作るために協議会が設けられたと思いますが、それ
がこれに当たります。そういうステークホルダーの方が参加して計画を作って
いきます。
　その計画が右側に小さい字で図が書いてあります。後で拡大コピーで見てい
ただければと思います。その「子ども・子育て勘定（仮称）」が真ん中にあっ 
て、その下に「財源の一元化」があり、その右側に「子ども・子育て包括交付
金（仮称）」があります。これがそうです。こういうお金を作ろうというもの
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です。そして、その下に「新システム事業計画」と書いてあります。この新シ
ステム事業計画というのが、子ども・子育て会議が作る事業計画になります。
つまり、幼稚園はどのぐらい残しておくのか。あるいは、保育所はほとんど新
しくできる総合施設に移るといわれていますが、それは何カ所整備するのか。
保育ママ、家庭的保育事業は何カ所作るのか。それらがこの子ども・子育て会
議が作る新システム事業計画ということになります。

６．幼保一体化の財源
　そして、それらの費用については、「社会全体による費用負担」をする、「国
及び地方の恒久財源の確保を前提」にするということです。それから、「政府
の推進体制・財源を一元化」していくということになります。
　財源の一元化の話ですが、今は子どものサービスは、各サービスによって財
源がばらばらになっていると思います。それを一緒にしてしまおうというのが
今回の計画です。一緒にしないとどんな問題が起きるのかという話を説明して
みたいと思います。
　男性と女性がいて女の子が生まれました。男の人の平均初婚年齢が30歳
ちょっとで、１年ちょっとして赤ちゃんが生まれますので、平均すると31歳で
す。そして、女性の場合は平均初婚年齢が28歳半で、１年して最初の赤ちゃん
が生まれるので29歳というふうにしておきましょう。平均的な方です。男性の
方がまだ給料が多いと思います。こんなふうに取りあえずしておきます。月収
が男性の方が25万円、女性の方が20万円のお給料をもらっていて、赤ちゃんが
生まれました。この赤ちゃんを育てるために、どちらでもいいのですが、女性
が育児休業を取ったとしましょう。女性が育児休業を取りますと、育児休業の
所得保障として、毎月、育児休業を取る前の給料の半分が支給されることにな
ります。支給するのは、国費が少し入っていますが、雇用保険の会計から出る
ことになるかと思います。雇用保険は誰がお金を出しているのかというと、こ
の中には民間の園長先生もいらっしゃるかもしれませんが、その事業主、つま
り保育園とそこで働く保育士さん、働く人たちがそれぞれ２分の１ずつお金を
出しているということです。そして、このお財布から毎月10万円ずつ支給され
ることになります。
　一方、この方は育児休業を取らないで、皆さん方のところの乳児保育を利用
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したとします。そうすると乳児保育の保育単価は、１カ月にどのぐらいかかる
のか。恐らく大阪だと特に公立だと30万～40万かかっていると思いますが、今
の国の政策基準で言うと、国は15万円です。毎月15万円のお金がかかる。この
お給料の方の年収で保育料が月額幾らになるのか、ちょっと私も分からないの
ですが、仮に３万円だったとしましょう。３万円の保育料をこの方が負担して
いたとします。そうすると15万円かかるのに３万円しかこの家庭は払わないと
いうことですので、残りの12万円分が税金で賄われることになります。民間の
場合、この税金を誰が負担しているのかというと、国が６万円、県または府が
３万円、そして茨木市の方だとすると、茨木市が３万円ということになります。
公立の場合は茨木市が12万円負担しています。このような形でお金を負担しま
す。
　そうすると、この方のご家庭が育児休業を取ると、雇用保険という財布から
お金を毎月10万円ずつ１年間に120万円払わなければいけないことになります。
こちらが育児休業を取らないで乳児保育を利用するとしますと、税金という財
布から12万円×12で144万円、保育所に税金として払うことになるわけです。
両方を一遍に取ることはできないのです。育児休業を取れば保育所は使えませ
んし、保育所を使えば育児休業は取れないということで、どちらかしか使えな
いのです。
　そうしますと、育児休業を取る人が世の中に増えてくればどうなるか。増え
れば増えるほど、事業主がお金をたくさん財布の中に入れなければいけないこ
とになるわけです。そうしますと、事業主の負担が増えることになります。そ
れから、従業員の方も出さなければいけなくなりますから、言わば社会保険料
が上がることになります。では育児休業を取りにくい雰囲気にしておいて、乳
児保育をみんな利用してほしいとすると、どこが困るでしょう。もちろん茨木
市も困ります。それから県や府もそうですが、国レベルで言えば、乳児保育を
取る人が１人増えれば、毎月６万円ずつ必ず出ていくわけです。「もうお金が
ないから駄目だ」というわけにはいかないわけです。そうすると１人が乳児保
育を利用するごとに、毎年６万円×12で72万円ずつ出していかなければいけな
くなります。そうして、ただでさえ厳しい国の財政が、どんどん保育所に投入
されてしまうことになります。
　そうなると、事業主や国、それぞれがどう考えるかです。国はワーク・ライ
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フ・バランスを考えます。つまり、働き方が問題なのではないか、仕事と子育
てを両立できる、もっと豊かな働き方ができる社会を作っていくことが大事な
のではないかとなるわけです。育児休業を取る人が増えれば増えるほど、国は
お金を出さなくてもいいわけですから、そう言ってイクメンプロジェクトでも
始めることになります。事業主の方はたまったものではありません。そうなる
と、どんどんまたこちらへお金を出さなければいけないことになりますから、
保育所を増やしてください、乳児保育を増やすべきでしょう、乳児保育や０～
２歳児の待機児童対策をきちんとやってくださいということになります。そし
て、待機児童対策をやるときに、お金をたくさんかけるのではなくて、保育士
が足りないのならば、子どもを育てた経験のある方を准保育士として認定し 
て、そういう方にやってもらったらいいのではないですか。子ども１人当たり
の面積も3.3㎡に何の根拠もないのだから、それが２㎡になっても構わないの
ではないですかというふうに、どんどん規制を緩和して、子どもたちをどんど
ん保育園に入れていくようにしてくださいとなります。ですから今、片やイク
メンプロジェクトで働き方の見直しをしよう、片や保育所を増やそうという形
になってしまって、両方とも進まない状況になっているのです。
　これを説明するには、皆さん方、女性の方も共働きが多いと思いますので、
共働きの方のお財布で考えるといいわけです。皆さん方がそうしていらっしゃ
るかどうかは分かりませんが、今までは夫婦別々の財布を持っていました。二
人の生活費は夫婦がそれぞれで出そうと決めているのと一緒です。そして、晩
ご飯を食べるのに和食なら夫持ちにしよう、洋食なら妻持ちにしようと言って
いるようなものです。夫はここで「洋食を食べたい」と言うのです。妻は「和
食が食べたい」と言って、洋食か和食かで議論をするわけです。それで和食に
なってしまうと、和食は夫持ちになるわけですから、「分かった。今日はおに
ぎりにしよう」ということで、おにぎりを食べたとします。今度「今日は和食
を食べたから、明日はおまえだぞ。」と言うと、妻は「では、バタートースト
にします」となる。今度また夫になるとお茶漬けにするという感じで、トース
トとおにぎりを繰り返し食べて、両方とも栄養失調になってしまう。そんな状
態です。つまり、育児休暇も取れない、乳児保育も取れない。お互いの財布を
あてにしている限り、そこで負けた方が負担しなければいけないわけですか 
ら、もう増えるはずがないのです。私はこれを縮小均衡と言っています。つま



おおさか市町村職員研修研究センター 51

2

マッセ・市民セミナー（北摂ブロック）

り縮小するように、増えないように均衡状態を保っているという状態になって
いるのです。
　こういうことをしている限り両方とも増えないとすれば、どうしたらいいの
か。真ん中に財布を作ればいいのです。真ん中のところに夫婦の共通の財布を
作って、晩ご飯用として二人で２万円ずつ出すわけです。そして４万円の財布
を作って、その４万円の財布で晩ご飯を食べるようにすればいいのです。晩ご
飯を食べるときに、別に洋食だろうが和食だろうが、中華だろうがエスニック
だろうが、どんな料理でもここから出そうと決めればいいわけです。つまり、
育児休業を取ってもここからお金を出す、乳児保育を使ってもここからお金を
出すようにすればいいということで、今回の制度が考えられたのです。ただし、
出し合ったお金は晩飯用としたわけですから、それでバッグを買ったり自転車
を買ったりしてはいけません。それはルール違反です。晩ご飯を食べるならこ
れでいいということです。
　そして、その晩ご飯の財布の中に誰が幾らずつ出すのかをめぐって、今、行
政のワーキングでもいろいろもめているわけです。そこには企業の方々もい
らっしゃって、企業が妻側だとして、国が夫側だとします。夫は妻に対して「お
れは飲み会があるし、会社の付き合いがある。だから３分の１ぐらいは外で
晩飯を食ってくる。だから、おれは２万円出さない。１万5,000円にしてくれ」
と言い、妻の方は「いやいや、そんなことはないでしょう。あなたの方がたく
さん食べるでしょう。やはり２万円ずつ出すべきよ」という言い方をしていま
す。つまり、例えば幼児期の教育に対して企業がお金を出すのは、そもそも変
ではないかということを言っているのです。教育というのは、国民をどう育て
ていくか、どんな国民を作っていくかという話なので、それに企業が金を出す
のはそもそもおかしい。だから３～５歳の特に午前中か午後かは分かりません
が、幼児教育に深く関係する部分に充当するものについてお金を出すのは、企
業側としてはおかしいと主張するわけです。
　言わば財布に出すときに、洋食なら妻、和食なら夫、ではカツ丼はどちらか
と言っているようなものです。妻側は「カツ丼は和食ですよ。丼だもの、和食
でしょう」。夫側は「いや、そうではない。あれはカツが乗っている。カツは
洋食だからあれは洋食だ」と言いながら、お互いにお金をできるだけ出さない
ようにしようとしているわけです。
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　ちょうど今、それが動いているところで、「分かりました。国の方で7,000億
円ぐらい出しましょう」ということが決まりました。7,000億円を財布に入れ
るということですが、では企業側はどうするのか。今は企業も実際にお金を負
担しているのです。延長保育や学童保育などのお金は企業が出していて、国は
出していないのです。そういうことに対して国の方では7,000億円出す、企業
の方はどれだけ出すのかという話を今詰めているわけです。それを詰めないと
これはできませんので、そんなことを今やっているのです。

７．給付のあり方について
　幼保一体化の財源のところはそんな感じです。次は給付のあり方についてで
す。まずお話します三つが言わばすべての方々に適用されるものになります。
　一つ目が「子ども手当」、これは現金です。子ども手当もこの財布から出し
ていこうということです。それから、二つ目として「地域子育て支援事業」の
分のお金もここに出しましょう。例えば人口割で、子どもの人口によって、あ
るいは子育て家庭の数によって１世帯当たり幾らとして市町村にお金を出して
いきましょうということです。この市町村に来たお金は、子どものためにしか
使えません。橋や道路や高齢者に使ってはいけないというものです。ただし、
子どもに使うなら、何に使ってもいいということになります。
　ですから、大きな企業で育児休業を取る人が多い所は、育児休業のお金を用
意しておけばいいわけです。保育所はそんなに要りませんし、特に乳児保育は
そんなに要りません。しかし、育児休業を取りにくい小さな企業がたくさんあ
るような所、あるいは自営業者がいる所、あるいは農村などの場合には、育児
休業を取れる人がそもそも少ないので0歳児保育をたくさん用意しなければい
けません。そういう所では手当てや育児休業の給付金を少なくして保育所を増
やそうというふうに、それぞれの市町村の特色に応じてやっていけばいいので
はないかということです。
　ですから、保育所があまり要らない所は、保育所を作らないで子ども手当を
増やしていっても構わないことになります。ここのお金の使い方は、先ほどの
子ども・子育て会議で決めてほしいという話になっているわけです。あと、三
つ目として「妊婦健診」もここに入れていきましょうという話です。
　その他に「出産・育児に係る休業に伴う給付」。先ほどお話していた10万円
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のことです。この育児休業給付もここから出しましょうということです。つま
り、乳児保育を使っても育児休業を取っても、ここのお金から出るというやり
方です。次に、「こども園給付」です。こども園とは幼稚園と保育所が一緒になっ
た総合施設で、「幼稚園、保育所、それ以外の客観的な基準を満たした施設を
こども園として指定」するということです。それから、「地域型保育給付」は、
「小規模保育や家庭的保育や居宅訪問型保育、事業所内保育」などを地域型保
育給付としてやっていきましょう。そのほか「延長保育や病児・病後児保育事
業」を作るというやり方です。そんな形で進めていくということです。

８．幼保一体化、総合施設・こども園のあり方について
　まず具体的仕組みとしまして、そこで「子ども・子育て新システムの創設」
「地域における学校教育・保育の計画的な整備」ということで、「市町村新シス
テム事業計画を策定」する。それから、「多様な保育事業の量的な拡大」を行
う。指定制度の導入です。これも後から説明します。「給付の一体化及び強化」
ということで、こども園給付というものを作るということです。
　こども園というのは給付の名称になりました。もともとは「こども園を作る」
と言っていたのですが、そのこども園は総合施設に今のところなってしまって
います。何か昔の亡霊が出てきたような感じですが、今は総合施設で、これは
仮称ですから、法律の段階ではもう少しまともな名前になっているのではない
かと思います。そして「施設の一体化」というところでは、「総合施設の創設」
となっているわけです。
　もう少し詳しくそれを説明していきます。「幼稚園、保育所、認定こども園
の垣根を取り払い」、つまり「保育に欠ける要件を撤廃」して、「新たな指針に
基づき幼児教育と保育をともに提供する総合施設に一体化する」ということで
す。これは最終的にはという形になると思います。そして「すべての子どもに
質の高い幼児教育・保育を保障するとともに、家庭における子育て・教育にも
資するため、幼稚園教育要領と保育所保育指針を統合し、小学校の学習指導要
領との整合性・一貫性を確保した新たな指針（こども指針（仮称））を創設す 
る」ということです。最終的には認定こども園はなくなりますが、幼稚園も一
部の保育所も残る形になるので、幼稚園教育要領と保育所保育指針をつぶして
しまうことはできなくなってしまったわけです。ですから、非常に分かりにく
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い話なのです。
　今のところの案では、「こども指針」というのが第1章ぐらいにあって、あと
三つに分かれて、保育所として残るところは今の保育指針そのものにするかど
うかは分かりませんが今の保育指針でいく、幼稚園で残るところは教育要領に
なるということです。それから、ここが保育所の場合一番多くなるという予想
なのですが、ここは二つを組み合わせて、ここは総合施設ですから、間を取っ
て「総合施設保育要領」と言うらしいです。つまり、保育指針の保育を持って
きて、教育要領の要領を持って来て、それで両方が一緒になるのだからこれで
いいのではないかという話のようです。ここは私は参加していないので、「え？」
と思いましたが、こんな形になるということになってきました。一番新しい議
事録や資料を見ていただくと分かりますが、こんな感じです。これ全体でこど
も指針と言うということになります。
　この後、家庭的保育や地域子育て支援拠点などはどうなるのという話も出て
います。ここは一般的なことを書くらしいので、子どものことを大事にしま 
しょうということは家庭での保育に生かせることですから、そのようなことを
書く。あとは施設ごとに三つ出ます。では、ここに家庭的保育や保育ママや一
時預かりや地域子育て支援拠点などの保育要領がまたできるのかという意見も
出ていて、今少し混乱状態ではないかと私は思います。無藤先生が座長なので、
いろいろ苦労はされているのだと思いますが、そんなことです。
　次は「こども指針に基づき提供される幼児教育・保育について資格の共通化
をはじめとした総合施設としての機能の一体化を推進する」。つまり、機能の
一体化を推進するということですから、幼稚園も保育所もできる限り真ん中の
総合施設に移るようにしていくということです。そして「総合施設については、
現在の幼稚園、保育所、認定こども園からの円滑な移行に配慮しつつ、学校法
人、社会福祉法人、株式会社、NPO等、多様な事業主体の参入を可能とする」
ということです。

９．こども園給付、総合施設の概要と主要な論点～幼保一体化の
目的

　まず幼保一体化の取組の視点ですが、そこに三つの視点ということで挙がっ
ています。一つ目が「仕事と子育ての両立のための支援が進み、就学前の子ど
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も（５歳児）の約６割が幼稚園から小学校に入学する一方、保育所からも約4
割の子どもが小学校に入学する中で、幼稚園・保育所を問わず、希望するすべ
ての子どもに対し、生涯にわたる人格形成の基礎である質の高い幼児教育・保
育を保障する」という意味です。二つ目が「仕事と子育てを両面で支援するな
ど、社会全体で次代を担う子どもの育ちを支えるという主として次世代育成支
援の視点」、そして三つ目が「共通の視点」と書いてあります。
　次に幼保一体化の目的です。１点目が「質の高い学校教育・保育の一体的提
供、世界に誇る学校教育・保育を全ての子に」ということです。幼児教育とい
うのは非常にあいまいな概念ですので、私はずっと使うべきではないと言って
いましたが、ようやく学校教育という言葉に変えてくれました。幼児教育とは
０歳からの教育ですし、家庭での教育も入りますし、地域での教育もすべて入
る概念ですが、学校教育とは学校での教育のみを指すということです。従って
３～５歳は学校教育をすべての子どもに保障するということですから、もしも
幼稚園、保育所が総合施設に入った場合は、午前中か午後かは分かりませんが、
幼児教育の機関が学校になるということです。つまり、今の保育所が数年後に
は学校になるということになります。
　続いて２点目は「保育の量的拡大」、すなわち待機児童対策としての視点です。
この点について、こども園は総合施設ですが、「幼稚園に配慮して３～５歳児
の受け入れを義務化し、３歳未満児を任意としている」ということです。つま
り幼稚園が総合施設になりやすいようにするためには、０～２歳児を幼稚園が
受け入れないと駄目だとしてしまうと、今の幼稚園には調理室が要らないので、
調理室を作らない限り、０～２歳児を受け入れることができないことになりま
す。そうなると幼稚園がこの総合施設になかなか移ってくれないだろうという
ことで、０～２歳児は受け入れなくてもいい、３～５歳児だけの総合施設でも
いいとしたわけです。
　これに対しては、そんなものは総合施設ではないという意見が、特に保育関
係者から強く出ています。それから、親にとって非常に分かりにくくなります。
同じ総合施設であっても、0～2歳児が入れない総合施設があって、もう一つは
入れる総合施設があるというように非常に分かりにくいので、それはおかしい
のではないか、何より待機児童対策にならないのではないかという意見も出て
います。私もそう思います。
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10．幼保一体化の具体的仕組みとその効果・進め方
　「まず、給付システムの一体化については、地域における学校教育・保育の
計画的整備を図るため、市町村が市町村新システム事業計画（仮称）を策定す
ることを求める」。これは先ほど申し上げたとおりです。国レベルの財源であ
る子ども・子育て包括交付金を市町村に配分する際、「市町村は地域における
学校教育・保育の需要をはじめ、子ども・子育てに係る需要の見込みを調査し、
その結果に基づき市町村新システム事業計画（仮称）を策定する」。これも先
ほど申し上げたとおりです。「市町村は、当該計画に基づき、指定されたこど
も園（仮称）や多様な保育事業を行う多様な事業主体を共通の財政措置（子ど
も・子育て支援給付（仮称））の対象とするなど、地域の実情等に応じて提供
体制を計画的に整備する」。つまり、この市町村は自分たちの事情に応じてい
ろいろなサービスを用意する権限を持つということです。これも先ほど申し上
げたとおりです。
　次に「多様な保育事業の量的拡大」です。続いて、「指定制度の導入により、
こども園（仮称）や多様な保育事業を行う事業者への財政措置を行い、多様な
事業主体の保育事業への参入を促進し、量的拡大を図る」ということです。指
定制度というのは、「幼稚園、保育所、総合施設」、これはそれぞれ認可です。
つまり、幼稚園の方も今日いらしていますが、先生方のところは幼稚園の認可
を受けるか、保育所の場合は保育所の認可を受けているわけです。今度は新し
く総合施設の認可制度を設けるということです。そして、この認可とは別に、
一定の基準を満たした施設をこども園として指定するということです。つまり
今、保育所の方で総合施設に移った方で、総合施設のままこのこども園の指定
を受けるという方は、認可上は保育所であり、かつ指定上はこども園指定とい
うことで、指定こども園ということになるわけです。
　認可基準は主として人権を配慮する上で必要な基準という意味合いを濃く
し、指定基準は財政給付を行うための基準と考えてよいと思います。その上で、
指定基準を満たしている場合にはこども園給付（仮称）の対象にするというこ
とです。そして、給付はこの個人給付１本とし、保育所運営費や私学助成等の
事業主給付は廃止されるということです。ただ、幼稚園で残れば、私学助成の
制度や就園奨励費は残るという話が出ています。ただ、それがいつまでになる
のか、あるいはずっとなのか、それらについてはまだ結論は出ておりませんが、
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幼稚園としても残ることができるととらえられています。
　指定制については、５月25日の資料によると、こども園（仮称）の指定は法
人格を原則とし、質の確保の観点から数年ごとに更新するとする。つまり皆さ
ま方の園が、これは公立でも一緒ですが、指定こども園と指定された場合は、
数年ごとに更新が行われるということです。指定事業者には指定基準に従って
事業を実施する義務を課し、撤退についての一定の規制も設けられる。また、
情報開示の義務化も図られる。指定基準は現行の幼保連携型認定こども園の基
準を基礎として、さらに、教育・保育の質の向上を図る観点から、職員配置の
引上げを検討するということです。職員配置の引上げは財源にかかわることで
すので、その7,000億円が入ってきた段階でないと実施できないという形にな
るか、あるいはほかのものを削って保育に充当することになるかと思います。
　「指定・指導監督の主体は都道府県とする」。多様な保育事業を行う指定事
業者の場合は、市町村長とすることが考えられているということです。次に、
指定基準を満たす施設については、すべて指定することが原則とされる。つま
り条件さえ満たせば、認可外の今の保育施設は、認可を受けていないけれども、
条件を満たせばこの指定こども園にはなれるということです。指定こども園に
なれば、財政的な支援が得られるということになります。
　次の意見が反発を今招いているところですが、「供給量を超える場合」です。
つまり、これから確実に保育所や幼児教育を利用する子どもたちは減っていく
というか、生まれてくる子どもは減っていくことになります。今107万人生ま
れていますが、あと30年ぐらいすれば、新しく生まれてくる赤ちゃんは60万～
70万人になるといわれています。そうすると場所によっては供給過剰になる。
今でも供給過剰気味のところはありますが、供給過剰になる場合には、新規の
指定や更新を行わないことができるとされています。つまり、あなたのところ
はもう更新しないよといわれることがあって、そこは取りつぶしになるわけで
す。いい保育をしているかどうかは分かりませんが、供給過剰になるとどこか
が取りつぶしになることになります。
　株式会社の方はこのことをもって、株式会社が調整弁にされるのではないか。
つまり、足りないときは株式会社をどんどん入れて、子どもたちが少なくなっ
てくれば、株式会社の更新をしなければ、株式会社はどんどん撤退せざるを得
ないわけです。そういうことで株式会社を調整弁にするつもりではないかとい
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うことで、猛反発しています。従って、新規の指定や更新を行わないことにつ
いては疑義ありとなっています。
　それから「経過措置として、現に幼稚園または保育所の認可を受けている施
設については、こども園の指定があったものと見なす」ということですので、
いちいち面倒くさい作業はしなくても済むことになります。こども園制度がで
きたときには、こども園の指定があったものと見なすことになります。それか
ら、幼稚園については、施設の選択により指定を受けないことができる。ただ、
指定を受けなかった場合、私学助成と就園奨励費がどの程度どんなふうに出さ
れるのかは、まだはっきりしていません。ですから、もしもそれを出さないと
いう話になれば、残るのは国立大学法人が運営している幼稚園とか、あるいは
「こんなはした金は要らないよ」と言えるブランド幼稚園などでしょう。名前
を出すと語弊があるので名前は出しませんが、そういうところだけが幼稚園で
残る場合もなきにしもあらずだとは思います。ただ、恐らくそんなひどいこと
を無理にやるようなことはしないと思いますので、幼稚園として残りたいとい
うところは、しばらくは残りながら考える時間はあるだろうとは思います。ずっ
と残れるかどうかについても、まだ保障はありませんがそうなるかもしれませ
ん。
　「給付の一体化及び強化」です。財政給付については、このこども園給付へ
の一本化が想定されている。それが、「学校教育・保育に係る給付を一体化し
たこども園給付（仮称）を創設し、学校教育・保育に関する財政措置に関する
二重行政の解消及び公平性の確保を図る」ことになるとされています。つまり
今、二重行政になっていて、保育所の場合のお金の出方と幼稚園の場合のお金
の出方が全然違うわけですので、それをこども園給付にしてしまうというもの
です。
　また、「こども園給付は、保護者に対する個人給付を基礎とし、確実に学校
教育・保育に要する費用に充てるため、法定代理受領の仕組みとする」となっ
ています。これが今の事業主補助の仕組みからの最大の変更点になります。介
護保険制度に倣ったというのはこのことです。指定制度を導入するのも介護保
険制度と一緒ですが、この個人給付の仕組みにするということです。
　具体的に言うと、例えば茨木市にいらっしゃる方で現在保育園を利用してい
らっしゃる方、あるいはこれから利用したいという方に、今のところ２段階の
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給付が考えられています。介護保険は５段階で、要介護度が１～５までありま
す。保育は今のところ２段階です。つまり要保育度、こんな言葉は使わないと
思いますが、要介護度と対比させて言えば要保育度１と２で、１は短時間の勤
務、つまりパートです。パートのような短時間勤務の場合は要保育度１。月～
金までのフルタイム勤務は、保育時間が長いので、言わば長時間ということで
要保育度が２という形になります。
　そして、０歳児が保育園を使うと、先ほどの例で言えば、１カ月15万円かか
るわけです。この15万円は、今まで保育所に行っていたわけですが、それを保
育所には渡さずに個人に渡す。そして、例えばAという保育園に子どもが通う
ようになれば、毎月その15万円を持っていってちょうだいというのが基本的仕
組みです。ただし、そうしてしまうと、15万円保護者がもらったとしても、子
どもを保育園に連れていかないで、その15万円分お酒を飲んでしまうというこ
ともあり得ます。それは駄目でしょうということで、確実に保育園に渡るよう
に、個人負担分以外は保育所に代わりに渡しておきます。介護保険の場合はそ
れが９割分です。自己負担は１割ですから、その分の残りの分は介護保険の事
業者に直接渡しておく、そんなやり方でやるということです。パートの場合は
もう少しお金が少なくなるということです。
　次、「公的契約」にいきます。利用方法については、「例外のない保育の保障
の観点から、市町村が客観的基準に基づき、保育の必要性を認定する仕組みと
する」。これがそうですね。「基準は短時間と長時間の２類型」。今申し上げた
話では短時間の類型が要保育度１、長時間が要保育度２ということになります。
しかし、短時間の場合は、例えば３歳以上の子どもの短時間給付を認めた場合、
これも短時間というのが１日３～４時間で、午前中だけで５日間という場合も
あれば、週３日６時間ずつで18時間という場合もあるわけです。週３日だと、
介護保険の場合だとデイサービス等に週3日しか来られません。しかし、３歳
以上の子どもで週３日といわれると、子どもたちは運動会の練習も１日おきし
かできないし、生活発表会の練習も１日おきしかできません。それでは困ると
いうので、短時間の子どもだったとしても３～５歳は毎日来られるようにしよ
うということになっています。ただ、それは午前中だけなのか、ちょっとそこ
は分かりません。つまり、学校教育の時間だけかもしれません。長時間か幼稚
園的利用のみにすることが想定されています。
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　３～５歳児は、すべての児童に学校教育としての利用を認めるということで
す。つまり、午前中か午後かは分かりませんが、常識的に言えば、今、幼稚園
は午前中4時間ですので、こども園も、学校の時間は午前中になると思います。
夜間保育所とか、1時から始まるとか、10時から始まるとかという保育所の場
合は、それが少しずれる形にはなると思います。午後は学校にして午前中は保
育とは、まずならないのではないかとは思いますが、まだ時間は決まっていま
せん。仮に午前中とすれば、午前中は学校の機能、午後は児童福祉施設の機能
ということになります。
　そして、幼児期の学校教育の時間帯とそれ以外の保育とが分断されてしまう
ことが想定される。このことが、現在の、特に保育所における教育・保育のあ
り方にどのような影響が及ぶのかについて、十分な検証が必要とされる。つま
り「現場のミッションや実践方法上の工夫を壊さない配慮が必要とされる」、
これは私が考えているということです。私はその意見を申し上げました。
　つまり、午前中が学校で、午後からは児童福祉施設なら、午前中に凝縮した
時間を持って、午後は昼寝などでゆったりするというところもあるでしょう。
職員を替えてしまうとか。幼稚園はそうですよね。原則として午前中は幼稚園
教員がやって、午後の預かり保育の部分は別の方がやっているということです
が、総合施設はそうするのか、しないのか、それはこれからの検討ということ
になります。
　現場でもいろいろな工夫が行われていて、例えば学校に行く前の年長さんの
子どもたちが、小さい子がお昼寝の時間に、机や椅子に座っていろいろな作業
をしたりしている園もあります。そういう工夫を壊さないように、午前中しか
それはやってはいけないという形にしてしまうと問題ではないかと私は思って
います。つまり、いろいろ工夫をしながら保育所が開発してきた保育の方法を、
制度が無遠慮に壊してしまうことがないようにした方がいいということです。
　続いて、「契約については、保育の必要性の認定を受けた子どもと受けない
子どものいずれについても、市町村の関与の下、保護者が自ら施設を選択し、
保護者が施設と契約する公的契約とする」。これも介護保険と一緒です。ただ、
介護保険の場合は間にケアマネージャー、介護支援専門員が入るわけですが、
今回は入ることは想定されていません。私は間に子育て支援専門員が入って、
子育て支援プランを作成していくシステムを導入したらどうかと、先ほど申し
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上げたように提言しています。10人中９人は「そんなものは要らない。自分で
それはできますよ」と言うと思います。しかし、10人中１人は必ず、自分で自
分の子ども、あるいは自分の働き方に合うこども園を探すことができない方が
いらっしゃるわけです。こども園はみんな総合施設になっているわけですから、
その中から探す。あるいは、その一つひとつに行って保育内容を確認しながら、
自分で行く所を決めていく。あるいは、その保育サービスと家庭的保育の組み
合わせ方を考える。それらを自分一人でやらなければいけないとなると、「面
倒くさい」と言って子どもを家に置いてしまう人も出てこないとは限りません。
そのために10人中１人、あるいは50人中１人には、こうした子育て支援プラン
を一緒に考えていくシステムが必要なのではないかと私は申し上げています。
どうなるかは分かりません。
　それから「市町村はあっせん（市町村による利用可能な施設と契約の補助）
による利用が必要と判断される場合には、保育の必要性の認定等とあわせて、
市町村が利用可能な施設・事業者をあっせんする」こともあるとしています。
具体的には、ひとり親家庭の子ども、虐待事例の子ども、障がいのある子ども
など、優先的に利用を確保するべき子どもたちの場合などが想定される。そう
いう場合には市町村があっせんするということです。「また、保育需要が供給
を上回る場合」、待機児童がいるような場合についてもあっせんが行われます。
ということは、今の制度と変わらないということです。待機児童のいるところ
は申し込みを市町村が調整するということですから、第１希望、第２希望、第
３希望と書いて、そして市町村が第１希望が駄目だったら第２希望の所に頼ん
で、「あなたの所、この子を受けてくれる？」などとやりながら決めていって
いるのが今です。そのやり方をここではやりましょうということです。
　次に、「応諾義務」です。「公的契約においては「定員に空きがない」「定員
以上に応募がある」などの「正当な理由」がある場合を除き、施設に応諾義務
を課す」というものです。つまり、正当な理由がない限り、断ってはならない
としているわけです。これについては幼稚園関係者から、これはかなり難しい
というご意見が随分ありました。つまり幼稚園は、大学もそうですが、建学の
理念に基づいて、その理念に合う方においでいただいているわけです。ところ
が、希望があれば絶対に断ってはいけないということになると、それができな
いことになります。大学でも私たちの大学の建学の理念がありますので、どん
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な学生に社会人になってほしいかという理念を持っているわけです。そして、
それに合う学生さんを募集します。一定の成績でやる場合もありますし、AO
入試といって、「私たちはこんな人材を求めます」と書いて、本人に自分は合
うと思うと言ってもらって、具体的にどこが合っているかを面接しながら、「な
るほど。あなたの場合はうちの大学の建学の理念に沿う視点を持っている」と
いうことで入学を許可する。成績が良くても、そういうものを持たない人は駄
目だとしているわけです。幼稚園もそういう建学の理念に基づいた選考などを
行っているわけです。
　そういうものはどうするのだという意見がありました。従ってこういう形に
なりました。「定員以上に応募がある場合の選考については、その基準を国が
定め、国の基準に基づき選考を行うものとする」として、その国の選考基準に
ついては、「ア　保育の必要性の認定を受けた子どもについては、保育の必要
度の高い子どもから受け入れる」。つまり、保育が必要な子どもについては、
必要度の高い子から受け入れてくださいということです。そして「イ　保育の
必要性の認定を受けない子ども、つまり幼稚園としての利用をする子どもにつ
いては、「施設の設置者が定める選考基準（選考方法）に基づいて選考を行う」。
つまり幼稚園的な利用をする子どもだけを選考する場合には、建学の理念に基
づいてやってもいいということにしたわけです。ただ、その上で、選考方法に
ついては公開し、また、入園できなかった子どもには、必要な学校教育・保育
が保障されるよう、市町村に調整等の責務を課すという形にしています。全体
に公的関与を強める方向に議論が進んでいて、現状の保育の実施方式にどんど
ん近づいているというのが感想です。
　次に、「給付の内容」です。給付の内容については以下のようになる。すな
わち、「給付については、質の確保・向上が図られた学校教育・保育を提供す
るために必要な水準の給付を、すべての子どもに公定価格で保障する」。ただ 
し、公定価格についても減免は当然あり得るだろうと思います。減免の基準な
どについてはお金の関係が絡んできますので、またこれからということです。
　次に、保育料のほかの「上乗せ徴収」についてです。具体的には制服代、入
学金、その他です。あるいは、例えば特別の教育をするような場合、英語の先
生を呼んで来て英語教育をするという場合の上乗せの徴収については、ア、イ
と考え方があります。「ア　特別な教材費や制服代などの実費徴収について、
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国がその範囲と上限額の基準を定めるとともに、低所得者に対しては補足給付
を行う」。上乗せ徴収はこのぐらいまでならやってもいいと決めて、そして上
乗せ徴収をする場合は、低所得者の場合には減免するということです。「イ　
少人数学級による教育活動を行うなど一層の質の向上を図るための費用など実
費徴収以外の上乗せ徴収については、上限は定めないが、低所得者は免除する」。
この総合施設の配置基準をもっと下回って、例えば10人クラスにしたいという
場合は、保育士というか職員をたくさん雇わなければいけませんから、当然保
育料というか上乗せで取るものが高くなるわけです。しかし、そういう場合の
上限は定めませんということです。ただし、そうするなら低所得者については
減免するという方法をとる、免除するということです。
　それからこの上乗せ徴収は、「当分の間、市町村及び社会福祉法人以外の者
が設置する施設に限る」。つまり今日いらした方の多くは、社会福祉法人立の
保育所の方か、市町村、公設、公営の保育所の方だと思いますが、その二つに
ついてはこの上乗せ徴収は駄目ということです。今までもしていないでしょう
が、幼稚園はその多くが入学金を取るなどしています。私たちの大学ももちろ
ん入学金を取っています。それから施設整備代などを取るというかお願いして、
授業料のほかにそうしたものを出していただいています。幼稚園はそれを今ま
でやってきているわけですし、それを必要な財源に充てていますので、それに
ついては幼稚園、学校法人などはいいけれども、社会福祉法人や公設、公営は
駄目だとなっています。これについてもいろいろな異論は出ています。
　続いて、「調理室等への補助制度を創設するとともに、配置基準の見直し等
を行う」ことも提案されています。「現在、保育所において調理室は必置とさ
れており、幼稚園の場合も、３歳未満児を受け入れる場合は必須とされている。
これはみんな反対しましたので、さすがに０～２歳児も外部搬入でもいいとは
なりませんでした。従って、幼稚園から総合施設に移る場合は、調理室を造ら
なければいけないことになりましたので、補助制度が必要だということになり
ました。総合施設が待機児童対策として機能するためにはこの幼稚園の活用が
欠かせず、この制度は必要不可欠だということになります。

11．保育の質の向上
　次は、「保育の質の向上」の問題です。これは全部お金がかかわってきます
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ので、その財源がどれだけ確保できるかにかかわってくると思います。
　まず「配置基準の見直し」です。総合施設が有効に機能していくためには、
保育の質の向上策が欠かせない。しかし、これは、財源の確保に直結するとい
うことで、世界に冠たる学校教育・保育をさらに充実させるという点から言え
ば、配置基準の見直しが必須であるということです。現在、職員の配置基準を
独自に上げている自治体の基準などの調査が既に行われました。「具体的には
１歳児を５：１に、３歳児を15：１に、４歳児を25：１とする」自治体が多い
ということです。これらの先駆的事例を現実として、追認できるようにしては
どうかという考え方です。
　それから「保育士のタイムスタディ調査も実施」されています。これは今ま
だ実施中です。先生方の園の中でもタイムスタディ調査、国のタイムスタディ
調査にご協力をいただけるところもあるのではないかと思います。配置基準の
高い所と低い所で、保育士の動き方がどう違うのか。全く変わらないのなら別
に上げても仕方がないでしょうという話になるわけです。それについて今、調
査が行われています。
　これによって、例えば１歳児を５：１にする、３歳児を15：１にする、４歳
児を25：１にする、どれか一つをやってもお金は計算できるわけです。例えば
３歳児について20：１を15：１にする場合、20：１の所が３歳児が何人いて、
それを15：１にした場合、保育士が余計に何人必要だというふうにして、保育
士の平均給与がこれだけだから、それを人数分掛ければ、これだけ国でお金
が要るという計算はすぐにできます。それを例えば7,000億円なら7,000億円で、
保育所を建てたり保育士が増える分にお金を払うのが例えば5,000億円だとす
れば、残りの2,000億円でそれをやったら幾らできるだろうか、何人増やせる
だろうかとかいう計算をしながら、お金を充てていくということになるわけで
す。
　総合施設の利用時間です。短時間利用は学校教育となるため、学級編成が必
要とされる。その際、学級編成基準の見直しも考慮しなければならない。つま
り、総合施設になった場合、もし午前中だとすれば、午前中の時間は学校とい
うことになります。学校教育法に基づく学校ですから、そこにいる職員は学級
担任ということになるわけです。学級担任になれば、その学校の配置基準、つ
まり幼稚園の配置基準をどうしていくのか。今は３歳以上児では１学級当たり
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35人になっています。そうするとこれを上げなければ、午前中は35人という感
じでやっていくことになるわけです。これをどうするか。その学級担任の１人
当たりの子どもの数もやはり上げていく。小学校の場合は、今は35人になった
のでしたでしょうか。小学校が35人になれば幼稚園は30人なのか、ちょっと分
かりませんが、そうなるとまたそこで財源がかなりかかるということになりま
すから、もしかしたらその部分だけかもしれません。
　それから続いて、新しい職員の配置も考えなければならない。総合施設の場
合は保育料の徴収も総合施設が行うことになる。取りはぐれたら総合施設が負
担することになるわけです。今は未収金として、保育料を払わない人は、それ
ぞれの市の人たちが税金で見てくれているわけです。茨木市の場合もそうです。
茨木市の保育園で保育料を払わない人がいた場合に、もちろん強制的なことを
すれば別ですが、しない場合には茨木市の税金でそれは見ているという話にな
るわけです。
　新しい仕組みでは、保育料は直接事業者に払うことになりますから、その事
業者がもらえなかったら、それは事業者が負担するという話になります。それ
についてもやはり意見は出ていて、未収金を全部保育園が負担するという話に
なると、未収金になりそうな家庭の子どもは取らないとか、生保家庭は取らな
いとか、いろいろなことが考えられます。あるいは虐待のケースは嫌だという
話が出てきて、正当な理由がない限り断ってはいけないということと相反する
ので、市町村が関与していくような方式が必要なのではないかという意見がた
くさん出ていました。私もそうすべきだと思ってはいますが、どうなるかは分
かりません。そういう意味では保育料の徴収も総合施設が行うことになります
から、事務職員の配置は絶対必要だろうということです。
　また、今回、研修を充実させていこうということは、多くの委員が言ってい
ました。研修を充実させようとすると、特に保育所の場合は代替職員をきちん
と置かない限り、そこがうまくいかないので、研修代替職員、それから看護師
の配置を入れていくことが大事なのではないかということです。
　あとは「待遇向上」です。保育士、幼稚園教諭の待遇が他の業種と比べて非
常に低く、この対応も考えなければいけません。既に介護福祉士の場合、給料
が確か月額１万5,000円ぐらい上がるという対応が取られたわけですが、保育
所の場合の保育士などはそのままになっていますので、こうした場合も検討し
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なければならないだろうということです。
　続いて「減価償却費の導入」です。企業と社会福祉法人等とのイコールフッ
ティング、つまり足元を一緒にするという意味ですが、それは競争条件を一緒
にしようということです。そのためには「施設整備費の補助を原則として廃 
止」して、その分を保育単価に上乗せしていくという考え方を取っています。
ただ、すぐに廃止するかどうか、経過措置は設けていくのではないかと思いま
すが、廃止するという方針です。
　最後に「給付率の改善」です。先ほど申し上げましたが、介護保険の場合は、
自己負担は１割です。私の父親は今、要介護度４です。要介護度４だと30万円
分のサービスを利用することができます。その中で私が負担する分は、その１
割の３万円ということで、27万円は公費で見てくれるわけです。ところが保育
所はどうなっているかというと、保育園の経営にかかるお金のうち、保育料で
賄えるのが大体４割、そして６割が税金ということになっています。それは給
付率が６割だということです。介護保険に比べて給付率が著しく低いわけです。
だから保育料が高いのです。この給付率をもう少し上げられないかということ
です。今、健康保険は７割でしょう。本人が行って３割負担ですから、給付率
が７割ということです。それから、乳幼児の医療費は、無料にしている自治体
もありますが、国のレベルで言えば医療費負担は２割で、給付率は８割という
ことです。そうすると、それらに比べて保育所を利用した場合に4割が自己負
担だというのは、いささか高すぎないかという意見です。
　この際、健康保険と同じぐらいの７割負担にしたら、自己負担額が３割にな
るので、もっと保育料が安くなるのではないかということをここでは考えてい
ます。
　それから総合施設への移行は強制的ではなく、総合施設に対する財政的イン
センティブ（意欲刺激）を働かせるなど政策的に誘導していく。つまり、総合
施設になった方が財政的に得ですよという方向に持っていくということです。
そうすることによって、何年かはもちろんかかると思いますが、保育所の場合
はほとんどがこの総合施設に移っていくように考えられないかということで
す。そして０～２歳児だけを保育している乳児保育所は、総合施設は３～５歳
児の受け入れが義務付けされますから、０～２歳児だけをやりたいというとこ
ろは保育所として残らざるを得ないになります。
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　幼稚園の場合は、もちろん移るような財政的なインセンティブは働かせるけ
れども、私学助成費や就園奨励費をどうするのか。残りたいと思えば残れるよ
うにするという書き方にはなっていますので、そういうことを基本にしながら
制度的なものを作っていくのだろうと思います。

12．施設の一体化～総合施設（仮称）の創設～
　次に、「総合施設」の内容です。総合施設（仮称）は、学校教育・保育及び
家庭における養育支援を一体的に提供する施設とする。満３歳以上児の受け入
れを義務付け、標準的な教育時間の学校教育をする。それから総合施設につい
ては、学校教育法、児童福祉法及び社会福祉法における学校、児童福祉施設及
び第２種社会福祉事業だということです。
　設置主体がまだいろいろ意見が分かれているところですが、設置主体は、国、
地方公共団体、学校法人、社会福祉法人及び一定の要件を満たした法人とする
ということです。つまり、株式会社ですが、それは一定の要件を満たしていな
いと駄目だということになっているわけです。今、保育所の場合は何でも構わ
ないわけですが、それは保育所だからで、幼稚園は学校ですから、学校の場合
は株式会社が認められていないのです。しかし、総合施設は学校になりますの
で、総合施設は株式会社はやれないのかという話になってきます。ここは今、「い
や、それはルール違反でしょう」という話で、調整が行われています。
　「設置認可、指導監督は都道府県単位とする」。監督は都道府県知事部局で
やる、教育委員会部局ではないということです。知事部局として都道府県教育
委員会が関与を行うということですが、これについては地方自治体の方から「決
めないでよ」という意見が出ています。「教育委員会がやってもいいでしょう」
という意見も出ていて、まだ結論は分かりません。
　「設置基準」ですが、それは現行の幼保連携型認定の認定こども園の基準を
基礎として、全国一律の基準を設ける。なお、職員配置基準、特に学級編成基
準の引上げを検討すると出ていて、先ほどの１歳児と４歳児をどうするかとい
うのは、残念ながら最後の段階で消えてしまいました。これは、３～５歳児の
学級編成基準のところだけです。
　そして総合施設には、現行の幼稚園及び保育所の双方で必要とされる職員を
置く。学校教育を担う職員として、新たに保育教員を置くとされています。つ
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まり、午前中を担当するのは教員になるわけです。学校ですから教員になりま
すので、その人は保育教諭と呼ぼうということです。これも仮称ですので、ま
だ分かりません。そして保育教諭は、幼稚園教諭免許状と保育士資格を併有す
ることを原則とする。つまり、両方の免許と資格を持っている人が保育教諭に
なれるということです。ただし、経過措置も置かれます。その職員の資格につ
いては、教員免許・養成制度や保育士資格制度の見直しがこれからまた行われ
るので、それを踏まえて今後検討するということです。
　それから「総合施設については、名称使用の制限を設ける」。まぎらわしい
名前をほかに使っては駄目だということになります。
　そして経過措置として、3歳以上児を保育している保育所については、一定
期間後にすべて総合施設に移行するという考え方です。つまり、財政的にそう
いうインセンティブを働かせて移っていくようにします。それから「幼稚園に
ついては、移行しないことができるとする」ということです。
　これは私の意見が結構入っていますが、「極論すれば、総合施設は、午前中
は学校で午後は施設ということになる」。今のところこういう方向性がまとまっ
ているということです。

13．子ども・子育て新システムと障害児福祉、社会的養護
　障がい児の福祉や社会的養護はどうするかということです。今、社会的養護
の児童養護施設の子どもたちも幼稚園に通えるようになっています。しかし、
保育園には通えないのです。これは二重措置の問題がありますので通えないと
いうことですが、総合施設は学校になりますので、その部分だけでも、つまり
午前中だけは通えるようになるのではないかと思います。
　それからもう一つ、障がいについては、一つは障がいを持った子どもたちも
入所の応諾義務がありますので、障がいを持った子どもでも、申し込みがあれ
ば正当な理由がない限り断れないということです。例えば気管切開をして痰の
吸引などをやらなければいけない障がいを持った子どもたちが応募してきて
も、そのときに看護師がいないということであれば、痰の吸引ができませんか
ら、それは正当な理由があるということで断れるけれども、看護師がいれば断
れないというのと同じです。ですから、障がいを持った子どもが排除されるこ
とはありません。この応諾義務が付いたことで、それはなくなりました。
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　ただし今、障がい児の保育のための加算措置が一般財源化されているわけで
す。つまり先ほどの例で言えば、ここに入っているお金ではなくて、一般財源
ですから橋や道路や高齢者福祉に使っても構わないお金として出ているわけで
す。ですから、市町村でばらばらの額が決められているという現状があります。
つまり、地域格差が出ているということです。それをまた真ん中に入れること
ができるのか。つまり、一般財源化されているものを、この特別会計に入れる
ことができるのかについては、地方公共団体の反対が強いですし、今の地方分
権の時代にあってはかなり難しいのではないかという意見が強いです。ただ、
それをやはり私はすべきではないかと思っています。
　それから公立保育所についても、一般財源化が既にされていますので、公立
保育所の場合も、この真ん中のお財布から職員の給料などが出るようなことは
ないと思います。私はここに入れた方がいいのではないかと思っていますが、
「いや、それは地方自治体が絶対に言うことを聞かない」、「反対される」とい
う話で、一般財源化を一度されてみたものを、また特別会計に戻すことはない
という意見も出ています。これもまだ結論は出ていないように思います。
　そんな段階が今の最新の動向になるかと思います。細かい部分はまだまだ見
えないところはありますが、かなり大きな改正がほぼ見えてきたということで
す。これについて皆さま方、お一人お一人がどう考えられるのか。私も思うと
ころはありますし、先生方もお話をお聞きになって、このシステムで本当に大
丈夫なのだろうかと思われたと思います。これは複雑な仕組みになってしまい
ましたので、私はこれでいいのかなという思いがどうしてもぬぐえません。利
用者の方がかえって混乱するのではないか。総合施設でも午前中だけしかやっ
ていない総合施設もあれば、午後までやっているところもある。０～２歳児を
受けるところもあれば、受けないところもある。０～２歳児を週３日ぐらいな
ら受ける総合施設もあれば、毎日でも受けられる施設もあるというふうに、い
ろいろなタイプの総合施設が出てきています。それが全部名前が一緒というの
は、保護者の方には分かりにくいし、それを直接契約でやらなければ駄目だと
いうのは、どうなのだろうという思いがしています。そのほかにもさまざまな
意見は去来しますが、それは具体論が出てから、また考えていきたいと思いま
す。
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